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国土開発工業はこれまで、ICT 土工における施工計画書作成、UAV による起工測量から 3 次元
設計データの作成を始め、ICT 建機での施工、UAV での出来形計測から電子納品一式の内製化な
どを一貫して進めてきた。自社の保有機械は、ICT 油圧ショベル 15 台、ICT ブルドーザー 10 台、
転圧管理システム 4 台に加え、GNSS ローバー 3 台や測量用のドローン 7 台にのぼる。
一方、日立建機は、専用の自動認識対空標識と UAV 付属の自動撮影ソフトを使って空中写真を
撮影しアップロードすれば、クラウドで点群データ等を生成することができる「Solution 
Linkage Point Cloud( 以下、SL-PC)」サービスを提供している。

実施工現場の現況取得に活用
今回、国土開発工業の田巻氏は、実施工現場の現況取得に SL-PC を活用し、クラウド型点群生成
と従来の点群生成との比較を行った。導入のきっかけについて「日立建機日本から製品の説明を
受け、作業の効率化、人手不足の解消と、高スペック PC 等の追加システムの購入が不要なこと
から導入させていただいた」と説明する。

同社はすでに、SfM( ストラクチャー・フロム・モーション ) ソフトウエアを導入済みで、自社
による空中写真測量を行っている。作業は主に村尾氏が担当しており、生成した点群については、
別の点群処理ソフトを使ってノイズ除去や不要物除去などを行っている。
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SL-PCは、クラウド上で点群生成処理を行うため、利用者がSfMソフトウエアを自身で購入す
る必要がなく、解析に必要な高性能パソコンも不要。また、専用の自動認識対空標識を利用
すれば、SL-PC内で標定点・検証点を自動判別して写真と紐づけるため、時間のかかる標定点
調整作業を省略できる。

村尾氏は「写真1枚ずつ標定点・検証点の位置合わせを行う必要がないのが一番楽。解析する
手間が少ないので工数が少なくなるほか、自分のパソコンに大量のデータが残らないので、
ハードディスクの容量も節約できる」と評価する。

実現場でのSL-PCを使った計測風景

作業効率が大幅アップ
一般的な空中写真測量の点群化手順は、現場で撮影計画を作成してマーカー(対空標識)を設置
し、座標を計測する。設置が完了したらドローンで飛行・撮影し、SfMソフトウエアで写真を
解析、点群モデルを出力する。その後、完成した点群のデータ解析・処理という流れになる。

村尾氏は、「SfMソフトの作業時間はトータル約80-90分ほどかかる。ソフトで解析を行うと
写真の枚数によってはかなり時間がかかり、他の作業ができなくなるため効率が下がってしま
う。また高スペックなパソコンでしか作業ができないため、当社では1台のみで解析をしてい
る」という。

SL-PCの場合は、写真の取り込み・CSVデータの取り込み行い、そのデータをアップロードす
れば、クラウド上で自動解析が始まる。自動解析中は作業が不要で、解析が終わったらデータ
のダウンロードをして終了となる。
村尾氏は「実際に作業するのは、トータルで約15-20分ほどになり、アップロードしてしまえ
ばほったらかしでいいので、拘束時間が格段に減り、他の作業ができることで、効率がアップ
する」と、評価している。
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会社概要
昭和48年6月に日本国土開発株式会社から重機土工部門が分離独立する形で誕生。同社の伝統
である重機土工のDNAを活かしながら建設機械の製造から施工、維持管理まで一貫して「安全
で安心な建設サービス」を提供する総合建設企業として社業の発展を通じて社会に貢献するこ
とを目標に企業活動を展開している。
ICTについても、ICT施工、BIM/CIMの内製化や、建設DXを活用した生産性向上を積極化させ
ており、技術系女性社員の登用を始めとした働き方改革にも取り組んでいる。


